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わが国の死因の双璧は癌と脳・

心・血管を含めた循環器疾患であ

る．高齢化や生活習慣の欧米化を

考えると更に増加する可能性が高

い．国の医療計画として取り上げ

られた主要な L 疾病でも，脳卒

中，急性心筋梗塞，糖尿病が取り

上げられている．その循環器疾患

も，脳卒中は減り虚血性心疾患が

増加して，一昔前とは大きく様変

わりしつつある．幸い虚血性心疾

患による死亡は増加せず，近年の

治療法などの進歩が大きく貢献し

ていると考えられる．

循環器病学の進歩も，病態の理

解に始まり，診断，治療，予防と

多岐に渡る．特に治療分野の進歩

はめざましく，冠動脈・末�動

脈・大動脈疾患や不整脈に対する

カテーテル治療，ペースメー

カー，除細動器，補助人工心臓な

どの治療デバイス，動脈硬化や高

血圧，心不全に対するスタチン，

ベータ遮断薬，RAA 系抑制薬な

どの薬物治療など，循環器疾患の

予後が確実に改善されていること

が実感できる．またそれを支える

画像診断の進歩も著しく，心エ

コ ー 図，RI，MRI，MDCT，

IVUS，血管内視鏡など，新しい

非侵襲的あるいは侵襲的な診断法

が早期診断や病態の理解に大きく

貢献した．循環器疾患の診療や研

究に携わる人は多く，循環器病学

の各分野で著書が溢れ，またその

早い進歩に対して最新シリーズ的

なものは多かったが，これらを総

合的にまとめた決定的なテキスト

はなかった．

このたび，わが国を代表する専

門家達による循環器病学の基本テ

キストが上梓された．「カラー版

循環器病学 基礎と臨床」であ

る．B� 判，��L� 頁，��� タイト

ルの最近にない本格的なテキスト

である．循環器病学の全ての分野

を網羅し，それぞれが最新情報で

満たされている．改めて循環器病

学の進歩の広さと奥深さをこの大

作のテキストから教えられた．ま

た個人的には，テキストでないと

なかなか読まない，最初の循環器

病学の歴史の項を興味深く読ませ

てもらった．画像診断の発達した

循環器領域ではカラーの図譜が多

いのは当然であるが，全ての模式

図などもカラー表示されておりビ

ジュアルで今様である．今後の進

歩に対しても，重要なトピックス

は「アップデート版」として順次

追加作成されるらしい．これも新

しい試みであろう．久々に誕生し

たこの本格的なテキストを，循環

器診療に携わる専門医にはもちろ

んのこと，研修医やプライマリー

ケアに携わる医師，医療スタッフ

にも座右において日常診療に役立

ててもらいたい．
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